
CtoCサービスにおける
不正への取組み等

資料５



P2ヤフオク！



P3不正への取り組み

1. ガイドライン
2. 本人確認
3. 評価システム
4. 周知啓発
5. トラブル口座公表
6. パトロール及び措置
7. 詐欺防止の取り組み
8. 捜査協力
9. お見舞い制度



P4１．ガイドライン



P5

• 口座登録又はクレジットカード登録必須
• 原則、出品者認証用の暗証番号を登録住所に郵送し、
宅配業者によって本人確認を行う

２．本人確認

出品時本人確認

４



P6

• ユーザー自身が、出品者の評価を確認し、信頼でき
る相手かどうか判断可能な仕組み作り

3．評価システム

評価システム

４





P8

• トラブルの報告が多数寄せられている出品者の振込
先銀行の口座リストを公表

• ユーザー自身がトラブルが多い口座を確認し、取引
の判断材料に

５．トラブル口座登録

トラブル口座リスト公表

８



P9６．パトロール及び措置

８

• 不正利用者の行動パターンをモデル化したデータ
解析、機械学習により、パトロールの効率化

• パトロール部隊が365日24時間体制でパトロール

不正利用検知モデル

• 不正利用を繰り返すIDについてはID停止措置
• 不正利用者の情報から再登録をブロックするシステ
ムを構築

不正利用者の再登録制限



P10

• ヤフー側で落札代金を一時留保
• 落札者が商品受け取り確認後に出品者への入金を
行うことで、詐欺被害を予防

７．詐欺防止の取り組み

代金支払い管理サービス

５



P11

４

７．詐欺防止の取り組み





P13

• 未着・未入金お見舞い制度
• 偽造品トラブル安心サポート
• 商品満足サポート

9．お見舞い制度

ユーザーへのお見舞い制度

６



P14あるべき自主基準

プラットフォーマー自身の法的責任に基づくもの
ではないが、あるべき自主基準として想定される
基準は、以下のようなものと考える（ ヤフオク!
のようなCtoCサービスを想定）。

 不正利用体制整備（詐欺、偽造品、違法な取引
の防止体制の整備）

 ユーザーへの説明（サービスや責任範囲の説明、
ガイドラインの明示）


